
 

 

 

新１年生の図書館オリエンテーションをしました！ 

 

４月 16～17 日にかけて、新１年生に向けて図書館オリエンテーションを行い

ました。 

「３年間翔陽高校図書館を活用して充実した高校生活を送るため、まずは翔陽

高校図書館を知る！」ことを目的に、最初は工業棟実習室で学校司書から図書

館の解説です。途中、〇×クイズをしながら、図書館のルールや翔陽高校図書館

について学びました。後半は実際に図書館内を散策し、読みたい本を探しました。

新型コロナウィルス感染防止のため、人数の多いクラスは散策＆本探しとアンケート記

入＆図書館ガイドを読む２班に分かれました。そのため図書館散策に充分な時間が

取れませんでしたが、これから３年間という長い時間があるので、しっかりと図書館を利

用してほしいと思います。 

 

新入生図書館アンケートより（回答者数：137 人／140 人中） 

（１） 読書は好きですか？ 

 

（２） １ヶ月に平均何冊くらい本を読みますか？ 

 

 

 

 

 

 

裏面は 

です 

図書館の本を読んだ人に「これ、読みました！カード」で紹介してもらおうと企んでいます。まずは先生方の「これ、読

みました！」です。 

コロナ禍で、家で過ごす時間が増えています。ぜひ、この機会に印象に残る、思い出になる１冊を自分のものに！ 
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図書館散策。 

面白そうな本あるかな !? 

これ、読みました！コーナー 
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読書が「好き」「どちらかというと好き」という人は 67％、けれど「ほとんど読まない」「１，2 冊」という人は 75％でした。好きでもなかな

か本を読む時間がないのでしょうか。ぜひ、朝読書の時間を利用して、本を読んでほしいと思います。読書が好きではないという人も、

4 万冊の図書館の本の中には、きっとあなたの１冊があるはず！ ぜひ見つけに来てください。 



Ｓ先生              （左とは違う）Ｓ先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館住民の「これ読みました！」 

住民Ａより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民Ｋより 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 ライオンのおやつ 』 

 小川 糸 著（ポプラ社） 

朝読にはおススメしません！っていうと、びっくりするか

な？ これは小説なんだから…と自分に言い聞かせても、

箱ティッシュが１/３くらいなくなりました。最後にお父さ

んが現れた時がいちばんキマシタ💧 ワンピース買う時

に、「ちがうでしょ！」と言ったのは誰だと思いますか？ 

私はきっと…あの人だと思うな。 

『 かがみの孤城 』 

 辻村 深月 著（ポプラ社） 

学校っていうと、何でこんなに息苦しいんだろ

う？ こころの気持ちがとってもリアルだっ

た…萌ちゃんのバッサリが爽快！ でも何で

ずーっと変わらないんだろ？ 今回の主人公

は、こころ？と思いきや、もしかして同い年の

…？ 今の大人も中高生時代は、皆と同じ（悩

み etc.）だったんだよね。また泣いたよ💧 

 

『 アヴェ・マリアのヴァイオリン 』 香川 宣子 著（角川文庫） 

アヴェマリアって何曲もあるってご存知ですか？ 私に浮かんだのはピアノの練習曲にあった

グノーでした。他にカッチーニもよく聞きますね。でもここで流れてくるのはシューベルトの

調べ…これが、ハンナの命を守るのです。でも何で？ どんなに残酷な人間でも、音楽の前に

は、仔犬同然になるから。練習がんばろっ！！ 

『 地獄の楽しみ方 』 

 京極 夏彦 著（講談社） 

「言葉」とどう付き合っていくか、ということを人気

作家が教えてくれる本です。けれど私が一番印象に残

ったのは「僕がこれから話すことは、役に立つことで

はありません」という言葉。「役に立てるためにはど

うしたらいいかを考えてください」。物事に向き合う

ときの姿勢を教えてもらいました。 

『 カザアナ 』 

 森 絵都 著（朝日新聞出版） 

万象を読む異能の者たち「風穴」……あり得

ないけどちょっとウラヤマシイ。行き過ぎた

観光立国、ドローンカイトによる監視やMWシ

ステムによる管理……あり得えそうでちょ

っとコワイ。そんな社会に生きにくさを感じ

ている里宇たち家族が「風穴」たちとともに

一石を投じます（ささやかだけど）。里宇のマ

ム（母）がカッコイイです！ 

『 流浪の月 』 

 凪良（なぎら）ゆう著 

（東京創元社） 

「今までにないすごいものを読ん

だな」と思います。 

恋愛小説でもないのですが、こんな

カタチのものもあるんだなと感動

しました。この本を読んで、何かを

救われる人もいるのではないでし

ょうか。是非一読してほしい。 

『 方言でたのしむイソップ物語 』 

 安野 光雅 著（平凡社） 

あー楽しかった。津和野弁も盛りだくさん♪ 

わけのわからん解題（話の解説）もあったけど、その

「わからなさ」も含めて楽しめた。だいたい、94歳

の著者の考えを、私なんかがささっと理解できるわ

けもない。 

これはいつか教材にしたいなぁ。それで、みんなで

オチを考えたい。だからみんな、読まないで。いや読

んで。むしろ私の前で朗読してくださ～い。 

紹介してくれた先生、分かるかな？ 答えは図書館で展示をしているから見に来て！ 


